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１
．
東
京
と
大
阪
に
生
ま
れ
た
最
新
の
地
下
鉄

こ
の
３
月
、
大
阪
に
お
い
て
は
大
阪
の
都

心
部
を
東
西
に
貫
く
阪
神
な
ん
ば
線
が
開
業

し
、
阪
神
と
近
鉄
の
相
互
直
通
運
転
が
開
始

さ
れ
た
。
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
は
西
大
阪
高
速
鉄

道
が
保
有
す
る
と
は
い
え
、
大
阪
市
営
の
地

下
鉄
を
媒
介
さ
せ
ず
に
私
鉄
同
士
が
列
車
の

相
互
直
通
運
転
を
す
る
と
い
う
珍
し
い
事
例

で
あ
る
。
大
阪
で
は
昨
年
３
月
に
Ｊ
Ｒ
お
お

さ
か
東
線
が
、
10
月
に
は
京
阪
中
之
島
線
が

開
業
し
、
時
な
ら
ぬ
新
線
の
開
業
ラ
ッ
シ
ュ

現
象
を
迎
え
て
い
る
。

同
じ
時
期
に
東
京
圏
で
は
東
京
メ
ト
ロ
副

都
心
線
が
開
業
し
、
東
京
を
代
表
す
る
商
業

集
積
地
を
結
ぶ
新
路
線
と
し
て
話
題
を
集
め

た
。
両
都
市
圏
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
３
路
線

の
開
業
に
よ
り
都
市
鉄
道
整
備
に
関
す
る
大

型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
段
階
の
状
況
を
迎
え

た
と
言
わ
れ
る
。

こ
こ
で
３
路
線
に
つ
い
て
少
し
比
較
し
て

み
た
い
。
東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
は
山
手
線

の
三
大
商
業
地
を
直
結
す
る
が
、
副
都
心
線

と
ほ
ぼ
並
行
す
る
Ｊ
Ｒ
山
手
線
・
埼
京
線
が

大
き
な
輸
送
力
を
有
し
、
す
で
に
大
量
輸
送

を
行
っ
て
い
る
点
が
大
阪
の
新
路
線
の
場
合

と
は
異
な
る
。
東
武
東
上
線
沿
線
の
近
郊
都

市
を
直
結
す
る
と
い
う
固
有
の
効
果
を
べ
つ

と
す
れ
ば
、
副
都
心
線
の
整
備
に
よ
り
得
ら

れ
る
投
資
効
果
の
中
で
重
要
で
あ
る
の
は
、

混
雑
の
激
し
い
Ｊ
Ｒ
山
手
・
埼
京
両
線
の
混

雑
状
況
を
緩
和
し
、
少
し
で
も
快
適
輸
送
に

近
づ
け
る
と
い
う
混
雑
緩
和
効
果
で
あ
る
。

一
方
、
阪
神
な
ん
ば
線
や
京
阪
中
之
島
線

の
ケ
ー
ス
は
か
な
り
状
況
が
異
な
る
。
両
線

は
大
阪
を
代
表
す
る
幹
線
鉄
道
の
機
能
を
も

つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
並
行
す
る
既
存
の
鉄

道
路
線
は
こ
れ
ま
で
存
在
し
な
か
っ
た
。
阪

神
な
ん
ば
線
の
起
点
で
あ
る
大
阪
の
「
ミ
ナ

ミ
」（
大
阪
の
二
大
商
業
集
積
地
の
ひ
と
つ
）

は
、
こ
れ
ま
で
関
西
で
最
も
裕
福
と
さ
れ
る

神
戸
・
阪
神
地
区
と
直
結
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、「
キ
タ
」（
大
阪
最
大
の
商
業
地
）
に

比
べ
、
街
の
発
展
可
能
性
の
点
で
不
利
な
条

件
に
置
か
れ
て
き
た
と
さ
れ
る
。 

昨
年
秋
に
開
業
し
た
京
阪
中
之
島
線
は
、

中
之
島
や
堂
島
地
区
と
い
う
大
阪
市
き
っ
て

の
ビ
ジ
ネ
ス
街
を
東
西
に
横
切
る
鉄
道
で
あ

る
。
昨
年
発
売
の
若
一
光
治
﹃
大
阪 

地
名

の
由
来
を
歩
く
﹄（
ベ
ス
ト
新
書
）
は
、＂
商
都

の
心
臓
部
で
あ
っ
た
中
之
島
と
堂
島
は
、
い

ま
も
「
大
阪
を
代
表
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
街
」「
水

都
の
魅
力
を
堪
能
で
き
る
都
心
の
文
化
エ
リ

ア
」
と
し
て
、
大
阪
の
中
心
地
で
あ
り
つ
づ

け
て
い
る
＂
と
書
い
て
い
る
。
し
か
し
、
東

西
約
３
キ
ロ
の
中
之
島
の
西
側
約
三
分
の
二

に
あ
た
る
ビ
ジ
ネ
ス
街
は
中
之
島
線
が
開
業

す
る
ま
で
鉄
道
の
空
白
地
帯
で
あ
っ
た
。
平

成
９
年
に
Ｊ
Ｒ
東
西
線
が
開
業
し
た
た
め
対

岸
に
あ
た
る
堂
島
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
は
改

善
さ
れ
た
も
の
の
、
中
之
島
西
部
一
帯
は
長

い
間
鉄
道
の
不
便
地
帯
に
置
か
れ
て
い
た
。

中
之
島
西
部
地
区
に
は
大
型
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
、

国
際
会
議
場
、
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
な
ど
が
立
地

す
る
一
方
で
、
ア
ク
セ
ス
の
主
力
は
バ
ス
と

い
う
よ
り
徒
歩
や
タ
ク
シ
ー
で
あ
っ
た
。
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東京圏における東京メトロ副都心線の開業と、
近畿圏における京阪中之島線、阪神なんば線の開業――
東京・大阪の2大都市圏における
大型の都市鉄道整備事業は一段落の状況を迎えたと言われている。
鉄道政策はより高品質な都市鉄道体系の形成へと進む。
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大
阪
市
の
都
市
鉄
道
体
系
と
い
え
ば
、
以

前
か
ら
南
北
軸
は
強
い
が
東
西
軸
は
弱
い
と

い
う
の
が
評
判
で
あ
っ
た
。
し
か
し
Ｊ
Ｒ
東

西
線
の
開
業
、
地
下
鉄
中
央
線
と
近
鉄
け
い

は
ん
な
線
の
相
互
直
通
運
転
に
続
き
、
中
之

島
線
と
阪
神
な
ん
ば
線
が
加
わ
り
、
東
西
軸

は
短
期
間
の
う
ち
に
一
挙
に
強
化
さ
れ
た
。

東
京
メ
ト
ロ
副
都
心
線
の
場
合
と
は
ち
が
い
、

大
阪
で
誕
生
し
た
２
つ
の
鉄
道
新
線
の
意
義

は
、
大
阪
の
都
心
部
に
お
け
る
鉄
道
体
系
の

高
度
化
を
は
か
り
鉄
道
の
空
白
地
帯
を
な
く

す
こ
と
、換
言
す
れ
ば
都
市
鉄
道
体
系
の
ミ
ッ

シ
ン
グ
リ
ン
ク
を
減
ら
す
効
果
に
求
め
ら
れ

る
。

２
．
都
市
鉄
道
体
系
に
お
け
る

　
　

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
縮
減　

都
市
鉄
道
の
新
線
整
備
が
も
た
ら
す
効
果

に
つ
い
て
東
京
と
大
阪
の
間
で
な
ぜ
大
き
な

相
違
が
表
れ
る
の
か
。
原
因
の
1
つ
は
、
都

市
鉄
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
お
け
る
完

成
度
の
ち
が
い
を
表
す
が
、
同
時
に
、
両
都

市
の
都
市
鉄
道
体
系
上
の
相
違
点
に
も
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

東
京
で
は
近
郊
鉄
道
路
線
の
大
半
が
Ｊ
Ｒ

山
手
線
の
外
側
に
路
線
網
を
形
成
し
て
い
る

の
に
対
し
、
京
阪
神
三
都
市
（
大
阪
・
京
都
・

神
戸
）
に
お
い
て
は
私
鉄
路
線
が
都
市
中
心

部
ま
で
深
く
入
り
込
ん
で
い
る
。
東
京
で
は

地
下
鉄
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
テ
リ
ト
リ
ー
と
近

郊
鉄
道
の
そ
れ
が
比
較
的
截
然
と
区
分
さ
れ

て
い
る
の
に
対
し
、右
の
三
都
市
は
そ
う
な
っ

て
い
な
い
。
か
つ
て
「
私
鉄
王
国
」
と
呼
ば

れ
た
大
阪
（
京
阪
神
）
圏
に
お
い
て
は
、
私

鉄
路
線
が
輸
送
動
脈
で
あ
り
、
都
市
鉄
道
体

系
の
骨
格
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。
大
阪
の
都
心
部
に
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
が
残
さ
れ
た
こ
と
も
そ
の
こ
と
に
関

係
し
て
い
る
。

中
之
島
線
に
し
て
も
阪
神
な
ん
ば
線
に
し

て
も
、
こ
れ
ま
で
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
で
あ
っ

た
理
由
の
１
つ
は
、
こ
れ
ら
の
路
線
が
私
鉄

の
延
伸
線
と
し
て
想
定
さ
れ
て
き
た
か
ら
で

あ
る
。
私
鉄
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
を
超
え
た
延

長
線
上
に
あ
り
、
距
離
も
短
い
こ
の
路
線
を
、

市
営
地
下
鉄
の
新
線
候
補
と
し
て
想
定
す
る

こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
。
京
阪
神
三
都
市

に
お
い
て
は
以
前
か
ら
私
鉄
系
の
地
下
鉄
路

線
が
多
数
存
在
し
た
。
大
阪
都
心
部
に
お
け

る
近
鉄
や
京
阪
の
地
下
線
、
京
都
都
心
部
に

お
け
る
阪
急
や
京
阪
の
地
下
線
が
そ
う
で
あ

り
、
神
戸
市
の
場
合
は
神
戸
高
速
鉄
道
を
介

し
て
私
鉄
４
社
の
列
車
が
都
心
部
の
地
下
線

を
走
っ
て
い
る
。
住
民
の
常
識
や
乗
客
の
利

便
と
い
う
点
か
ら
も
、
大
阪
（
京
阪
神
）
圏

に
お
い
て
は
私
鉄
路
線
の
都
心
部
延
伸
は
私

鉄
企
業
の
努
力
や
決
断
に
委
ね
ら
れ
る
傾
向

が
強
か
っ
た
の
で
あ
る
。

新
た
な
２
つ
の
東
西
軸
の
完
成
に
よ
り
大

阪
の
都
心
部
に
残
さ
れ
た
重
大
な
ミ
ッ
シ
ン

グ
リ
ン
ク
が
解
消
さ
れ
た
と
は
い
え
、
中
之

島
線
の
終
点
で
あ
る
中
之
島
駅
以
西
は
依
然

と
し
て
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
と
し
て
残
さ
れ
て

い
る
。
近
畿
地
方
交
通
審
議
会
第
8
号
答
申

（
平
成
16
年
10
月
）
は
、
中
之
島
駅
以
西
か
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ら
大
阪
ベ
イ
エ
リ
ア
の
新
桜
島
を
結
ぶ
路
線

を
「
中
長
期
的
に
望
ま
れ
る
新
た
な
路
線
」

と
し
、
中
之
島

−

西
九
条
間
の
ミ
ッ
シ
ン
グ

リ
ン
ク
の
解
消
を
求
め
て
い
る
。

さ
ら
に
同
8
号
答
申
に
お
い
て
は
、
大
阪

市
の
都
心
部
に
関
連
す
る
も
の
と
し
て
、
従

前
か
ら
の
答
申
路
線
で
あ
り
な
が
ら
未
整
備

の
ま
ま
と
な
っ
て
い
る
「
な
に
わ
筋
線
」（
新

大
阪

−

北
梅
田

−

Ｊ
Ｒ
難
波
・
南
海
汐
見

橋)

、お
よ
び
「
大
阪
市
交
3
号
線
延
伸
」（
西

梅
田

−

北
梅
田

−

十
三
）
を
答
申
路
線
と
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
答
申
路
線
は
、
大
阪
の

都
心
部
に
お
い
て
早
期
整
備
が
必
要
と
さ
れ

る
都
市
鉄
道
の
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
が
な
お
複

数
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
同

答
申
は
ま
た
、
短
絡
線
の
整
備
に
よ
り
相
互

直
通
運
転
が
可
能
と
な
る
事
業
と
し
て
７
つ

の「
乗
り
継
ぎ
利
便
の
向
上
に
資
す
る
事
業
」

を
答
申
し
て
い
る
。
そ
の
１
つ
で
あ
る
神
戸

市
三
宮
付
近
に
お
い
て
阪
急
神
戸
線
と
神
戸

市
交
西
神
・
山
手
線
を
短
絡
さ
せ
、
両
者
の

相
互
直
通
運
転
を
実
現
さ
せ
よ
う
と
す
る
事

業
は
、
神
戸
市
中
心
部
に
お
け
る
短
距
離
の

ミ
ッ
シ
ン
グ
リ
ン
ク
の
存
在
を
伝
え
る
も
の
で

あ
る
。

３
．
鉄
道
近
代
化
と
公
的
支
援
の

　
　

ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消

　
大
阪
（
京
阪
神
）
圏
に
お
い
て
は
、
高
品

質
な
都
市
鉄
道
体
系
の
形
成
に
関
わ
る
課

題
と
し
て
、
前
述
の
よ
う
な
都
心
部
の
新
線

整
備
だ
け
で
は
な
く
、
需
要
対
応
型
の
近
郊

鉄
道
の
延
伸
事
業
、
地
元
自
治
体
に
よ
る
都

市
づ
く
り
政
策
と
密
接
に
関
わ
る
軽
鉄
道
の

整
備
事
業
な
ど
、
各
種
の
課
題
が
存
在
し
て

い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
事
業
化
に
向
け
検

討
作
業
が
進
ん
で
い
る
の
は
、
①
西
梅
田
・

十
三
連
絡
線
お
よ
び
新
大
阪
駅
へ
の
延
伸
、

②
北
大
阪
急
行
の
箕
面
市
へ
の
延
伸
、
③
堺

市
東
西
鉄
軌
道
、
④
北
梅
田
地
区
に
お
け
る

東
海
道
線
支
線
の
地
下
化
事
業
、で
あ
る
が
、

大
阪
外
環
状
鉄
道
の
新
大
阪
駅
へ
の
延
伸
事

業
の
よ
う
に
「
事
業
中
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
含
ま
れ
る
未
着
工
区
間
の
よ
う
な
事
例
も

存
在
す
る
。

こ
の
中
で
、
と
く
に
西
梅
田
・
十
三
連
絡

線
と
東
海
道
線
支
線
の
地
下
化
の
２
つ
の
事

業
は
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
の
駅
北
地
区
に
お
い
て
す

で
に
進
行
中
の
大
規
模
な
都
市
再
開
発
事

業
に
関
連
性
を
も
つ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

な
か
な
か
事
業
化
へ
の
め
ど
が
立
た
な
い「
な

に
わ
筋
線
」
は
、
低
迷
が
続
く
関
西
国
際
空

港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
の
機
能
を
も
っ
て
い

る
。
ま
た
大
阪
府
庁
の
湾
岸
地
区
へ
の
移
転

事
案
に
関
連
し
て
同
地
区
へ
の
ア
ク
セ
ス
改

善
に
関
わ
る
鉄
道
計
画
の
議
論
が
開
始
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
都
市
鉄
道
の
整
備
を
取

り
巻
く
大
阪
（
京
阪
神
）
圏
の
環
境
条
件

は
以
前
と
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
関
西

経
済
の
停
滞
現
象
は
長
期
に
わ
た
り
、
ま
た

そ
の
こ
と
を
背
景
に
１
９
９
０
年
代
以
降
は

関
西
一
帯
の
都
市
の
成
長
力
の
衰
退
化
が
進

み
、
都
市
圏
人
口
も
減
少
基
調
に
転
じ
た
。

平
成
７
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
は
一
部
の

鉄
道
企
業
に
大
き
な
被
害
を
あ
た
え
た
が
、

地
震
後
は
都
市
圏
輸
送
に
お
け
る
私
鉄
対
Ｊ

Ｒ
の
競
合
関
係
が
熾
烈
化
し
た
。
国
鉄
に
よ

る
大
阪
圏
の
都
市
圏
輸
送
の
近
代
化
は
大
き

く
立
ち
遅
れ
た
が
、
民
営
化
後
の
Ｊ
Ｒ
西
日

本
の
集
中
的
な
努
力
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
の
都
市

圏
輸
送
の
競
争
力
が
急
速
に
整
備
さ
れ
た
た

め
で
あ
る
。
地
域
経
済
の
低
迷
、
鉄
道
輸
送

量
の
減
少
、
鉄
道
同
士
の
競
争
の
激
化

−

パ

イ
の
奪
い
合
い

−

と
い
う
、
い
わ
ば
三
重
苦

の
中
で
都
市
鉄
道
体
系
の
近
代
化
・
高
品
質

化
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら
な
い
の
が
、
大
阪

（
京
阪
神
）
圏
の
鉄
道
政
策
の
課
題
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
中
之
島
線
お
よ
び
阪

神
な
ん
ば
線
の
事
業
化
を
可
能
に
し
た
の
は

運
輸
政
策
審
議
会
19
号
答
申
（
平
成
12
年

８
月
）
に
も
と
づ
き
、
償
還
型
上
下
分
離
方

式
と
呼
ば
れ
る
新
た
な
公
的
支
援
の
政
策
フ

レ
ー
ム
が
つ
く
ら
れ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
鉄

道
事
業
の
上
下
分
離
を
介
し
て
、
地
下
鉄
建

設
費
補
助
制
度
を
第
三
セ
ク
タ
ー
鉄
道
整
備

事
業
に
適
用
し
、
新
路
線
の
開
業
後
は
列
車

運
行
を
行
う
京
阪
や
阪
神
が
長
期
に
わ
た
る

イ
ン
フ
ラ
使
用
料
の
支
払
い
を
通
じ
て
鉄
道

イ
ン
フ
ラ
を
買
い
取
る
と
い
う
方
式
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
民
間
資
産
形
成
に
政
府
の
公
的
補

助
金
を
直
接
的
に
投
入
す
る
こ
と
を
回
避
し

な
が
ら
、
既
存
の
公
的
補
助
制
度
を
利
用
し

て
鉄
道
整
備
資
金
を
調
達
し
、
鉄
道
イ
ン
フ

ラ
と
い
う
社
会
的
共
通
資
本
を
拡
充
さ
せ
る

た
め
の
新
し
い
手
法
で
あ
る
。

こ
の
手
法
が
登
場
す
る
以
前
の
大
阪
（
京

阪
神
）
圏
は
、
都
市
鉄
道
の
近
代
化
政
策
と

政
府
の
公
的
補
助
政
策
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
悩

ま
さ
れ
た
。
大
都
市
の
輸
送
動
脈
の
多
く
が

私
鉄
路
線
で
あ
り
、
国
鉄
都
市
輸
送
の
近
代

化
が
遅
れ
た
大
阪
圏
で
は
、
私
鉄
路
線
の
都

心
延
伸
や
民
営
化
後
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
よ
る

都
市
輸
送
の
近
代
化
が
都
市
交
通
政
策
上
の

高
い
優
先
順
位
を
占
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、
私
鉄
や
Ｊ
Ｒ
が
行
う
都
市
鉄
道
の

整
備
事
業
に
は
政
府
の
公
的
補
助
制
度
は
使

え
な
い
。
旧
制
度
で
は
、
地
下
鉄
建
設
に
関

し
て
は
営
団
と
公
営
が
公
的
補
助
の
対
象
と

さ
れ
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
や
中
量
軌
道
・

モ
ノ
レ
ー
ル
の
建
設
に
関
し
て
は
公
営
と
第

三
セ
ク
タ
ー
が
補
助
の
対
象
と
さ
れ
た
。

東
京
の
中
心
部
に
お
け
る
地
下
鉄
網
整
備

が
順
調
に
進
ん
だ
の
は
、
山
手
線
の
内
側
の

地
下
鉄
の
テ
リ
ト
リ
ー
（
旧
く
は
路
面
電
車
・

バ
ス
の
テ
リ
ト
リ
ー
）
を
営
団
地
下
鉄
と
都

営
地
下
鉄
が
占
め
て
い
た
た
め
、
政
府
の
補

助
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
地
下
鉄
網
の
拡

充
を
推
進
す
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

地
下
鉄
と
近
郊
鉄
道
の
相
互
直
通
運
転
が

推
進
さ
れ
、
地
下
鉄
事
業
の
運
営
を
好
転
さ

せ
た
こ
と
も
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
。
東
京
以

外
で
も
、
公
営
地
下
鉄
や
第
三
セ
ク
タ
ー
・

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
鉄
道
な
ど
の
整
備
は
公
的
補

助
制
度
に
支
え
ら
れ
比
較
的
順
調
に
推
移
し

た
と
言
え
る
。
し
か
し
、
大
阪
の
都
心
部
の

よ
う
に
公
的
補
助
制
度
と
路
線
整
備
の
優
先

順
位
づ
け
が
一
致
し
に
く
い
場
合
が
問
題
で

あ
っ
た
。

直
接
的
な
公
的
補
助
制
度
で
は
な
い
が
、

日
本
鉄
道
建
設
公
団
（
現
・
鉄
道
運
輸
機
構
）

１）

２）

３）
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が
行
う
鉄
道
建
設
事
業
も
都
市
鉄
道
の
発
展

を
支
え
て
き
た
。
か
つ
て
国
鉄
の
都
市
交
通

線
の
整
備
に
関
し
て
は
「
大
都
市
交
通
施
設

整
備
費
補
助
」
と
い
う
国
鉄
に
固
有
な
公
的

補
助
制
度
が
存
在
し
た
が
、
緊
急
性
の
高
い

一
部
の
都
市
路
線
の
整
備
は
鉄
道
建
設
公
団

が
直
接
担
当
し
た
。
昭
和
47
年
に
同
公
団
が

行
う
鉄
道
整
備
事
業
は
大
都
市
の
私
鉄
路
線

に
も
拡
大
さ
れ
、
政
府
の
利
子
補
給
制
度
を

伴
う
こ
の
方
式
は
鉄
建
公
団
Ｐ
線
方
式
と
略

称
さ
れ
た
。
こ
の
Ｐ
線
方
式
の
下
で
東
京
圏

を
中
心
に
私
鉄
関
連
の
新
線
建
設
、
複
々
線

化
、
地
下
鉄
へ
の
乗
り
入
れ
線
な
ど
各
種
の

鉄
道
整
備
事
業
が
積
極
的
に
推
進
さ
れ
、
関

西
で
も
近
鉄
東
大
阪
線
（
現
け
い
は
ん
な
線

の
一
部
）、
京
阪
鴨
東
線
、
京
都
高
速
（
イ

ン
フ
ラ
事
業
）
の
地
下
鉄
線
な
ど
が
整
備
さ

れ
た
。
し
か
し
Ｐ
線
方
式
に
よ
る
都
市
鉄
道

の
整
備
事
業
は
平
成
の
バ
ブ
ル
崩
壊
後
は
急

速
に
減
速
し
た
。
深
刻
な
経
済
不
況
に
よ
る

影
響
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
方
式
が
有

す
る
公
的
支
援
効
果
＝
利
子
補
給
効
果
が
金

融
機
関
の
貸
出
金
利
の
下
落
に
よ
っ
て
大
き

く
減
退
し
た
た
め
で
あ
る
。

４
．
都
市
交
通
政
策
モ
デ
ル
の

　
　

先
進
国
化
と
新
た
な
政
策
課
題

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
て
い
る
わ

が
国
に
お
い
て
は
、
大
都
市
の
鉄
道
整
備
事

業
だ
け
で
は
な
く
、
鉄
道
の
運
営
に
関
し
て

も
、
大
き
な
構
造
的
な
変
化
が
起
こ
り
つ
つ

あ
る
。
つ
い
先
頃
ま
で
日
本
の
地
域
公
共
交

通
政
策
に
つ
い
て
は
三
大
都
市
圏
タ
イ
プ
と

そ
れ
以
外
の
地
方
タ
イ
プ
と
い
う
二
分
法
を

用
い
て
基
本
的
な
性
格
づ
け
や
相
違
点
を

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

１
９
９
０
年
代
以
降
、
大
阪
（
京
阪
神
）
圏

や
名
古
屋
圏
は
鉄
道
輸
送
人
員
の
長
期
的

な
減
少
傾
向
に
見
舞
わ
れ
、
今
で
は
東
京
圏

の
通
勤
鉄
道
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
詰
め
込
み

型
の
ラ
ッ
シ
ュ
輸
送
の
光
景
を
見
る
こ
と
は

少
な
く
な
っ
た
。
両
都
市
圏
に
お
け
る
詰
め

込
み
混
雑
現
象
の
縮
減
は
、
そ
れ
自
体
は
日

本
の
大
都
市
の
通
勤
輸
送
サ
ー
ビ
ス
が
先
進

国
レ
ベ
ル
に
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
、

歓
迎
す
べ
き
現
象
で
あ
る
。
た
だ
し
先
進
諸

外
国
に
お
い
て
は
、
都
市
公
共
輸
送
に
対
し

高
率
・
高
額
の
公
的
負
担
金
が
投
入
さ
れ
、

詰
め
込
み
混
雑
現
象
の
解
消
が
は
か
ら
れ

て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
進
諸
外
国
で
は
都
市
鉄
道
の
イ
ン
フ
ラ
部

分
は
道
路
と
同
じ
く
公
共
財
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
、
鉄
道
や
バ
ス
の
運
営
費
用
に
関
し

て
も
高
率
の
公
的
負
担
が
実
施
さ
れ
る
ケ
ー

ス
が
大
半
を
占
め
る
。

大
都
市
の
鉄
道
輸
送
に
つ
い
て
言
え
ば
、

社
会
的
に
望
ま
し
い
と
さ
れ
る
運
賃
の
下
で

通
勤
輸
送
用
の
十
分
な
ピ
ー
ク
輸
送
能
力
を

確
保
し
、
快
適
輸
送
に
近
づ
け
る
と
い
う
経

済
活
動
は
、経
済
学
で
言
う
「
市
場
の
失
敗
」

領
域
に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
快
適
な
通

勤
輸
送
を
行
う
輸
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
交

通
企
業
の
採
算
達
成
は
両
立
困
難
で
あ
る
と

見
る
の
が
経
済
学
の
認
識
で
あ
る
。
先
進
諸

外
国
タ
イ
プ
の
都
市
鉄
道
政
策
は
、
ほ
ぼ
こ

の
よ
う
な
認
識
に
即
し
た
性
質
を
も
つ
と
言

え
る
。
こ
れ
に
比
べ
日
本
の
三
大
都
市
圏
タ

イ
プ
の
鉄
道
政
策
モ
デ
ル
が
異
質
な
構
造
を

も
つ
の
は
、
都
市
鉄
道
に
お
け
る
圧
倒
的
な

大
量
高
密
輸
送
の
状
況

−

市
場
条
件

−

が
都

市
輸
送
を
行
う
鉄
道
企
業
の
採
算
達
成
を
可

能
に
し
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
近
年
の
鉄
道
企
業
の
経
営

状
況
を
観
察
す
る
と
、
東
京
圏
に
お
い
て
は

従
来
型
の
鉄
道
政
策
モ
デ
ル
の
有
効
性
が
な

お
し
ば
ら
く
持
続
可
能
で
あ
ろ
う
と
見
ら
れ

る
も
の
の
、
大
阪
圏
や
名
古
屋
圏
に
お
い
て

は
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
通
勤
輸
送
が
快
適
輸
送
に

近
づ
い
た
分
だ
け
、
従
来
型
の
鉄
道
政
策
モ

デ
ル
の
基
盤

−

と
く
に
企
業
財
政
面
で
の

−

は
切
り
崩
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
見
方
が
成

り
立
つ
。
す
な
わ
ち
、
大
阪
圏
や
名
古
屋
圏

の
鉄
道
政
策
モ
デ
ル
は
東
京
圏
モ
デ
ル
か
ら

離
れ
つ
つ
あ
り
、
先
進
国
型
モ
デ
ル
、
あ
る

い
は
わ
が
国
の
例
で
い
え
ば
、
地
方
中
枢
・

中
核
都
市
型
モ
デ
ル

−

た
だ
し
公
共
交
通
政

策
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
都
市
の
ケ
ー

ス

−

へ
の
接
近
が
始
ま
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
に
対
応
し
て
行
わ
れ
る
バ
リ

ア
フ
リ
ー
対
策
の
例
も
そ
う
だ
が
、
大
都
市

で
あ
れ
地
方
で
あ
れ
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
公

共
輸
送
政
策
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
個
々
の

交
通
政
策
目
的
の
達
成
に
関
し
て
交
通
企
業

（
民
）
と
行
政
（
公
）
が
責
任
と
役
割
を
分

担
し
、
費
用
を
分
担
し
な
が
ら
事
業
を
推
進

し
て
い
く
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
前

述
の
中
之
島
線
や
阪
神
な
ん
ば
線
（
名
古
屋

で
は
上
飯
田
連
絡
線
）
の
よ
う
な
事
例
が
、

償
還
型
上
下
分
離
方
式
と
い
う
新
し
い
鉄
道

政
策
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で
は
じ
め
て
事
業
化

に
漕
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
か
ら
学

ぶ
べ
き
点
は
多
い
。
こ
う
し
た
鉄
道
の
上
下

分
離
政
策
は
民
と
公
の
役
割
分
担
の
ひ
と
つ

の
形
態
を
表
す
か
ら
で
あ
る
。

日
本
に
お
け
る
鉄
道
の
上
下
分
離
の
事
例

を
み
る
と
、
都
市
鉄
道
関
係
で
は
大
阪
（
京

阪
神
）
圏
に
圧
倒
的
多
数
の
上
下
分
離
の

事
例
が
存
在
し
て
い
る
。
都
市
鉄
道
以
外
で

は
、
３
つ
の
国
際
空
港
を
結
ぶ
空
港
連
絡
鉄

道
や
山
形
新
幹
線
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
近

頃
増
え
つ
つ
あ
る
の
が
地
方
鉄
道
の
グ
レ
ー

ド
ア
ッ
プ
や
地
方
に
お
け
る
不
採
算
地
方
鉄

道
の
存
続
を
目
的
と
し
た
上
下
分
離
の
事
例

で
あ
る
。
鉄
道
改
革
に
関
連
し
た
上
下
分
離

政
策
を
進
め
る
Ｅ
Ｕ
諸
国
の
場
合
と
は
ち
が

い
、
わ
が
国
に
お
け
る
鉄
道
の
上
下
分
離
方

式
の
大
半
は
、
鉄
道
新
線
の
整
備
、
鉄
道
シ

ス
テ
ム
の
改
良
、
不
採
算
鉄
道
の
存
続
な
ど
、

各
種
の
鉄
道
政
策
目
的
の
実
現
に
関
わ
る
民

と
公
と
責
任
・
費
用
分
担
ス
キ
ー
ム
の
策
定

に
即
し
て
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で

き
る
。

わ
が
国
に
お
け
る
少
子
高
齢
化
現
象
は
、

地
方
の
側
か
ら
急
速
に
進
行
し
、
大
都
市
圏

を
取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
。
わ
が
国
の
地

域
公
共
交
通
政
策
の
今
後
の
方
向
性
を
探

る
上
で
、
こ
の
問
題
に
先
行
的
に
取
り
組
む

全
国
諸
地
域
の
交
通
政
策
か
ら
学
ぶ
点
は
多

く
、
む
し
ろ
こ
れ
ら
を
先
進
的
な
事
例
と
し

て
と
ら
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

４）
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１）『運輸政策審議会答申第 10号』( 平成元年 5月 ) の答申路線である。
２）答申路線「大阪市交３号線延伸」に該当する。
３）その後、策定された「受益活用型上下分離方式」は、償却型上下分離方式に比べ、一段と「公設民営型」の上下分離方式に近づいているが、適用条件はやや限定的である。
４） 第三種事業 ( 略称 ) の例でいえば、神戸高速、京都高速、関西高速、大阪外環状、関西国際空港、奈良生駒高速、大阪港トランスポートシステム、和歌山県、中之島高速、西大阪高速、などである。


